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第２回 石巻市南浜地区復興祈念公園有識者委員会 議事録 

 

 

■日 時：平成２８年３月９日（水） １３：３０～１５：３０ 

■会 場：ＴＫＰガーデンシティ仙台 ２１階 ホールＡ－１ 

■出席者：涌井 史郎、森山 雅幸、岸井 隆幸、木村 茂徳（亀山市長代理） 

櫻井 雅之（遠藤土木部長代理）  

※敬称、役職名略 

 

 

議  事 

 

１．開会 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 定刻まではちょっと時間ありますけれども、皆さんおそろいですので、ただいまから第

２回石巻市南浜地区復興祈念公園有識者委員会を開会いたします。 

 関係する皆様におかれましては、ご多用のところご出席賜り、まことにありがとうござ

います。 

 本日司会を務めます宮城県土木部都市計画課の堀米と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 会議に先立ちまして、明後日３月 11日をもって東日本大震災発生から丸５年を迎えるこ

とになりますので、改めて震災で犠牲となられた方々へ哀悼の意を表して、全員で黙禱を

ささげたいと思います。 

 ご起立願います。黙禱。 

（黙禱） 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 ありがとうございました。ご着席ください。  

 内容に入ります前に、配付資料のご確認をさせていただきます。  

 まず、次第が表紙にあるクリップ留めの資料が本体の資料でございます。次第、出席者

名簿、配席図、そして配付資料の一覧がございます。こちらに沿ってご説明をいたします。  

 資料１、第１回委員会の概要、資料２、石巻市南浜地区復興祈念公園計画検討協議会に

ついて、資料３、基本設計における空間デザインについて、資料４、公園名称についてで

ございます。 

 また、委員席には、これとは別に参考資料を別綴じで配付してございます。資料に不足

のある場合は事務局までお知らせください。よろしいでしょうか。  

 本日の委員会につきましては、議事次第にありますとおり、 15時30分までの予定で進め

させていただきたいと思います。  
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 また、本日は速記により記録をとっておりますので、ご発言の際にはお手元のマイクを

ご利用くださいますようお願い申し上げます。  

 

２．挨拶 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 それでは、開会に当たりまして、委員長の涌井先生から一言ご挨拶を頂戴いたします。  

 涌井先生、よろしくお願いいたします。  

【涌井委員長】 

 着席のままでご無礼をしたいと思います。  

 ただいま黙禱を全員でささげましたけれども、改めて多大な犠牲者に対して哀悼の意を

表したいなというふうに思います。  

 さて、本委員会、前回といいますか今年度の第１回は昨年の 10月７日に開催をさせてい

ただきました。以来、相当の時間を経過しているわけでありますけれども、実はその間に

佐々木委員長によりまして空間デザイン検討委員会というのが開かれてまいりました。６

回開催をしておりまして、８月４日、 10月７日、 27日、12月16日、１月25日、２月 25日と

さまざまな観点からデザインの検討をいたしました。当然のことながら、このデザインの

検討に当たっては、専門家という視点だけではなくて、石巻の皆さん方のご意見も可能な

限り吸収をして形の上に表現をしたいということで検討してきたところであります。きょ

うの委員会はその空間デザイン検討委員会で重ねた検討の結果も含めてご報告をするとい

うことになると思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。  

 では、どうぞ。 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 ありがとうございました。  

 次に、本日ご出席の委員の皆様をご紹介させていただきます。  

 本日ご出席の委員の皆様につきましては、配付いたしました出席者名簿のとおりでござ

いますので、申し訳けありませんが、これにてご紹介に代えさせていただきます。 

 なお、委員の皆様のご出席が代理出席を含めまして７名中５名と過半数を超えておりま

すので、委員会の設置要綱に基づき、本委員会は成立していることをご報告申し上げます。  

 

３．議事 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 それでは、これから議事に入りますので、今からはカメラ撮影をご遠慮いただきますよ

うご協力をお願いいたします。  

 これからの進行は涌井委員長にお渡ししたいと思います。  

 涌井委員長、よろしくお願いいたします。  

【涌井委員長】 

 それでは、マスコミの方々のご協力もいただいたようでありますので、次第の３番目に
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ございます議事に入りたいというふうに思います。  

 まず、議題の１、第１回委員会の概要について、事務局からご説明をいただきたいと思

います。 

【宮城県土木部都市計画課技術主幹】 

 それでは、資料１、第１回委員会の概要についてご説明いたします。  

 資料につきましては、第１回委員会で委員の皆様からいただいた主なご意見と、それに

対してどのように検討を進めてきたか対応状況を取りまとめ、お示ししております。  

 １つ目ですが、日和山、旧門脇小学校、いしのまき水辺の緑のプロムナード計画を初め

とする公園周辺との関係性を考慮すべきとのご意見がございました。日和山への避難路と

の連続性を踏まえた施設配置や、旧門脇小学校と公園との関係性を強く意識する空間構成、

緑のプロムナードからの来訪者を受けとめる公園東側のエントランスなどについて検討を

しております。 

 ２つ目になりますが、池、湿地について、維持管理も踏まえた池のデザインや、自然な

水位変動と利用者が安全に近づけるような仕組みを検討するようにとのご意見がございま

した。湿地の維持管理は、汀線部が大部分を占めるため、ヨシ等が繁茂しない水深を確保

するようにし、公園利用者が近づける区間については水深を極力浅くするように検討して

おります。また、降雨時の水位変動を許容し、一時貯留が可能となる造成計画や排水計画

を検討し、汀線の変化によって水位変動の様子が感じられるように検討しております。  

 ３つ目になりますが、植栽について、地域性の苗木を取り入れるに当たっての範囲の考

え方や、民間との協働による整備及び管理に関するご意見がございました。今年度より公

園計画地周辺にて種子や土を採取し、苗木づくりの準備を進めております。また、市民参

加による杜づくりの実施体制についての検討や、苗木づくり、植栽を手がける地元の団体

にヒアリングするなどして、協力体制のあり方に関して市民とともに検討してまいりまし

た。 

 ４つ目になりますが、公園の利用を考慮した工事スケジュールの検討や、公園整備の進

捗と街との関係性について着目すべきとのご意見がございました。現在、人々が訪れてい

る場所については、工事中もその機能が継続できるように公園敷地内での移転を検討して

おります。整備スケジュールにつきましては、参考資料の方に掲載しております。 

 そのほかですが、計画を検討するに当たって、条件整理のための情報提供とのご意見が

ございました。宮城県内の追悼に関する施設計画や公園周辺の交通量、土地利用等につい

て、これも参考資料のほうに取りまとめております。  

 以上が第１回委員会の概要の説明になります。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、これ、ご記憶もまだ残っていると思いますが、第１回の委員会で先生方から

ご意見を頂戴したものが取りまとめておられますが、ご説明に対してご質問なりご意見ご

ざいますでしょうか。 
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【各委員】 

  （特になし） 

【涌井委員長】 

 では、これは確認をしたということでよろしゅうございますか。  

 じゃ、確認をしたということにさせていただきます。  

 次に、（２）の石巻市南浜地区復興祈念公園計画検討協議会について、事務局からご説

明をいただきたいと思います。  

【石巻市復興事業部基盤整備課課長補佐】 

 石巻市復興事業部の今野と申します。 

 恐れ入りますが、着座にてご説明させていただきます。  

 私から、資料２を用いまして、石巻市南浜地区復興祈念公園計画検討協議会についてご

説明いたします。 

 １ページ目をお開きください。  

 当協議会は、市民及びこの地域で活動する団体等の方々から広く意見をいただきながら、

公園の利活用を踏まえた公園整備や管理運営体制について検討することを目的に設置して

おります。 

 構成員の方々については、公募によるほか、基本計画策定時の有識者委員会の委員であ

りました古藤野靖様や松村豪太様にも加わっていただき進めてまいりました。また、空間

デザイン検討委員会の委員であります環境デザイナーの阿部様と東北芸術工科大学准教授

の渡部様にアドバイザーとして出席していただきました。  

 協議会を４回開催したほか、３つのグループに分かれ各２回の部会を開き、情報の共有

及び検討を行っております。 

 ２ページ目にお進みください。  

 ここからは、構成員の方々から寄せられた意見を表にまとめたものです。この表は左か

ら、この公園でやりたいこと、またそのために整備を望む場所や施設、そしてその思いに

対する公園計画への反映状況について、市民活動、市区域の活用、追悼、祈り、伝承など

のカテゴリーに分けまして取りまとめたものでございます。  

 主なご意見を紹介いたしますと、市民活動として、番号の１－２にございますとおり、

震災学習や伝承活動を行う上で振り返りができるスペースを望む声や、既に伝承活動を行

っている団体からは、築山からの避難経路や避難体験を意識したルート、園路の設定を望

む意見が出ております。 

 また、１－７にあるとおり、植樹活動を行いたい団体からは、育苗など植樹育成活動で

きるスペースの必要性についての意見が出ております。  

 市区域の活用については、この地に足を運んでいただく上でも、人を集めるスペースの

必要性についての意見といたしまして、運動できる公園としての整備やマラソンやツール・

ド・東北の発着点としたらどうかというような意見が出されております。  

 ３ページ目に移りまして、追悼、祈り、そして伝承に関する意見になります。 
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 追悼、祈りに対する意見といたしまして、３－１にありますとおり、追悼の場において

花植えによる追悼活動を行いたいという意見や、県外被災地の土を集め、祀ってほしいと

いう意見がありました。 

 また、伝承に対する意見といたしまして、４－１、４－２にありますとおり、日和山に

避難することを最優先とし、それを習慣づけ、伝承することが必要であり、日和山に逃げ

ることに対し、わかりやすくインパクトのある道筋にする工夫が必要であるとの意見もあ

りました。 

 このほか、来園者に震災の教訓を伝承する上で、現状のまま手をかけないエリアも残す

べきではないかというような意見もございました。  

 ４ページ目に移りまして、その他の意見といたしまして、５－１にありますとおり、来

園者が公園の美しさを体感できるよう、四季折々で、自然の豊かさ、美しさを感じられる

植生にするとよいという意見もございました。  

 また、５－３になりますが、持続的な植樹活動として、協議会を設け、各種団体の活動

や献木などの受け入れ調整をするとよいという意見や、５－５にあるとおり、この地で活

動するに当たり、急な気象の変化にも対応できるように、悪天候や日差しを避けて休憩で

きる屋根つきのある程度広い場所が必要との意見などをいただいております。  

 これらの意見を空間デザイン委員会に報告し、デザインの参考にしていただいておりま

す。 

 なお、デザインへの反映状況等につきましては、表の右側の欄に表記しているとおりで

ございます。 

 以上で協議会の状況説明を終わらせていただきます。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

 先ほど、空間デザイン検討委員会に地元石巻市のご意見も反映したというのは、実は今

のご説明にありましたように、４回にわたるこの検討会についてのご意見をそれぞれ受け

て対応してきたという経過がございますが、これについて何かご質問なりご意見ございま

すでしょうか。 

 参考までに申し上げますけれども、時にはかなりさまざまなぶつかり合いみたいなこと

も率直に言ってありました。しかし、会を重ねるごとに合意形成がだんだんできてきたん

ではないかなと。また同時に、市民の方々にもこの公園の意義がある程度浸透したことに

なってきたんではないかという印象を持っておりますが、いかがでしょうか。  

【各委員】 

  （特になし） 

【涌井委員長】 

 では、よろしゅうございますか。  

 では、次の課題に入りたいというふうに思います。  

 では、きょうのお諮りする非常に重要なポイントでございますけれども、今それぞれの
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事務局からの解説なりご説明がございましたようなプロセスを経て仕上がってまいりまし

た基本設計における空間デザインについて、事務局からご説明をいただきたいと思います。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 東北地方整備局東北国営公園事務所の脇坂でございます。 

 今ご説明のありました空間デザインにつきまして説明いたします。  

 資料３をお開きいただきたいと思います。  

 まず、１ページでございますが、冒頭、涌井委員長からもお話があった経緯についてま

とめたものでございます。  

 空間デザイン検討委員会につきましては、佐々木葉委員長以下、委員５人に、適宜、涌

井委員長、また森山副委員長もご都合が合う場合については参加いただくというようなこ

とで検討を進めてまいりました。  

 右ページにありますとおり、８月４日に第１回委員会を開催し、 10月７日、10月27日、

12月16日、１月 25日、２月25日と精力的に検討を進めてまいりました。また、先ほど市か

ら説明がございました計画検討協議会にも途中段階の案をお諮りし、またそこでのコミュ

ニケーションも図りながら、最終案を練ってきたというようなことでございます。  

 それでは、具体のデザインについて説明いたします。  

 まず、２ページをお開きいただきたいと思います。  

 これは公園の基本計画の時点で定められました基本デザインコンセプトのおさらいでご

ざいます。 

 この公園の基本構想は平成 25年度、基本計画は平成 26年度有識者委員会で議論してまい

りまして、パブリックコメントを受け定まったものでございます。この公園のデザインの

考え方として、浜・街・追悼と伝承という、この３つの時代に分けたようなレイヤーとい

いますか層があるわけでございます。  

 もともとここの場所が昭和 20年代までは、善海田と呼ばれた水田や湿地、また微高地に

一部集落があって、また松原もあって、こういうような地形のところでございました。そ

れが戦後、市街化が進展され、区画整理がされまして、利便性が高い住宅地になってきて

多くの人が住むようになりました。それが50年ほどの住宅地の歴史があったわけでござい

ますが、東日本大震災で 400名もの方がこの場所でお亡くなりになるなど、大変甚大な犠牲

があったということでございます。そこの場所を石巻市が復興計画でメモリアル公園にす

るということで公園の検討を進めてまいりましたが、今後はここで東日本大震災の犠牲者

への追悼と教訓の伝承を行っていく祈念公園としての土地の未来ということがあるわけで

ございます。 

 この土地の履歴である浜、また街の記憶、さらには追悼と伝承、この３つのレイヤーを

重ね合わせるようなデザインをやっていくべきだというのが基本計画の中身でございまし

て、それの具体化を今年度行ってきたということでございます。  

 ３ページをお開きいただきたいと思います。  

 これはその基本計画の概要でございます。  
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 基本構想段階でご議論いただきました基本理念、「東日本大震災により犠牲となったす

べての生命（いのち）への追悼と鎮魂の思いとともに、まちと震災の記憶をつたえ、生命

（いのち）のいとなみの杜をつくり、人の絆（きずな）をつむぐ」ということで、５つの

基本方針を定めてございます。  

 空間構成図に大きく国と県と市の役割分担も含めて整理いたしまして、海側のところに

は松原を、また旧北上川の河口寄りのところには避難築山を、また中心部には追悼空間を、

また南浜四丁目のあたりには多目的広場をということをおおむね決めたところでございま

す。ただ、これを具体のデザインにどう落とし込むかということが大きな課題でございま

した。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。  

 まず、デザイン委員会の出発に当たりまして、それら追悼と伝承、街の記憶、土地の履

歴というものが具体的にどういったものなのかというところを文言で整理いたしました。  

 追悼と伝承には、追悼と伝承の場が必要であると。やはり追悼式典が可能な広場や祈り

の対象、またそういった雰囲気のある空間、また避難築山の考え方、こういったものを前

提条件として整理してございます。  

 また、街の記憶、この街の記憶を、一つは街路網を園路として残していくということを

基本計画段階では定めたわけでございますが、さらに深掘りをいたしまして、この街の個

々の歴史ですね、街路網を単に残すというだけではなくて、集会所とかさまざまな人の記

憶に残っている場所というものもございますので、そういった場所も大事にしてデザイン

していこうということを考えました。  

 また、一番下の土地の履歴ということでございます。もともとの自然に単に戻すという

だけではなくて、その土地について深く理解して、そこの履歴をデザインにどう反映して

いくか、湿地の形をどうしていくかとか、そういったものも議論を進めてまいりました。  

 では、具体的にご説明を申し上げます。  

 ５ページをお願いいたします。  

 まず、一番ベースの土地の履歴ということでございます。この内容は基本構想段階から

委員の皆様にはご説明している内容でございますが、もともとここは善海田と呼ばれてお

りまして、水田が広く広がっておりました。一部標高が高いところは微高地になっていま

して、畑とか一部宅地があったということでございます。また、防風林として藩政時代か

ら松原がございまして、また、ここの水処理のために聖人堀という堀もつくられておりま

した。また、ここの場所には今も震災遺構のような形で濡仏や善海田稲荷、北向き地蔵と

いうものが残されておりますが、水難者の供養とか、そういった願いを込められた、そう

いった宗教的な場所もあったということでございます。  

 続きまして、６ページをお願いいたしたいと思います。  

 今年度はそういった歴史を調べるだけではなくて、具体的にどういった土地なのかとい

うことを調べるために、地質調査と水文調査を 18カ所で実施してございます。地下水位が

どうなっているかというものを測ったものでございまして、それが左側の図面にあるとこ
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ろでございます。地下水位が大変高うございまして、ＴＰ、これは東京湾の水面の高さで

ございますが、マイナス 0.3メートルから0.2メートルとほぼ海水面のような高さで地下水

があると。その地下水位の高さも西から東に向かって低くなっているというようなことが

わかりました。ですから、ここの場所は陸側から海側の方にちょっと低くなっているよう

な形になってございまして、地下水位が大変高いということがわかってございます。  

 また、ボーリング調査も行いまして、地表より 10メートル以上分厚い砂の層が堆積して

いるということがわかりました。 

 また、現地調査によりますと、震災時に洗掘を受けまして、湿地となっているような場

所も垣間見えているということがわかってございます。  

 続きまして、７ページをお開きいただきたいと思います。  

 前回委員会でご説明いたしました植栽試験の一環として掘削をしてみました。ここ一部

の土地を 20メートル掛ける 20メートル、水深が約２メートル、１メートルとかもございま

すが、試験的にバックホウで掘削したところ、地下水がぐっと湧いてきて、このように池

がたちまちに成立したということが現地で見られるわけでございます。ですので、ここの

場所はもともとこういった場所であり、掘削によって池や湿地が簡単に成立するというこ

とがわかりました。 

 続きまして、８ページをお願いいたしたいと思います。  

 街の記憶でございます。先ほど説明したとおりでございますが、街路網としましては、

南北方向に濡仏線という門脇小学校のあたりから真っすぐつながる道路がございます。ま

た、東西方向には中町通りという通りがございまして、これがこの住宅地の幹線道路とい

うことでございます。ただ、それ以前の江戸時代からの街道のような古い道ですね、そう

いったものもまだまだ使われておりました。また、聖人堀は暗渠化されて、そこに桜も植

えられて、緑道が形成されておりました。また、ここの密集した住宅地でございますので、

町内会館とか郵便局とか、そういった公共施設もありました。  

 ９ページをお願いいたしたいと思います。  

 これらの３つの場所性ですね。これに追悼と伝承空間を加えていくわけですけれども、

追悼と伝承としての空間、街の記憶の空間、土地の履歴、これらを単に重ね合わせるだけ

ではなくて、それを繋ぎ、巡るということですね。ここを周遊していくということで、そ

れぞれの意味、震災があって、ここに住宅地があったことが、多くの被害があったという

ことの意味も含めてメッセージとして伝えることができるのではないかと。これを巡るに

当たっては、単に園路を巡らせるだけではなくて、日本庭園で池泉回遊式庭園という様式

があるわけですけれども、日本庭園の伝統的な技法に倣うような園路でこういった空間を

繋げられないかというような検討してきたということでございます。  

 続きまして、 10ページをお願いいたしたいと思います。  

 祈念公園としての土地利用をどう考えるかということがございます。  

 まず、真ん中のところに微高地がもともとありましたので、そこをよりどころに円形の

追悼の広場を中心部に配置してございます。その中心部の追悼の広場を囲むように、避難
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築山や防風植栽を配置しております。エントランスを東側のところから駐車場も含めて入

ってくるような形で設定しておりますが、そこから追悼の広場に行く軸線につきましては、

江戸時代からの道路網、それをそのまま採用してつくってございます。  

 また、公園の区域外ではあるものの、ここの公園周辺で震災遺構としてその保存が議論

されております門脇小学校でございますが、これも大変重要な要素でございますので、門

脇小学校からの正面の軸線につきましては、抜くといいますか、軸を通しまして、視覚的

に小学校との繋がりを確保するということも行ってございます。  

 また、追悼の広場なんですけれども、先ほどもお話しした中町通りにできるだけ接する

ような形といたしまして、また湿地もここのエリアにつきましては追悼の広場のほうに大

きく張り出すような形のデザインにいたしまして、また避難築山もそこの空間を囲むよう

な形で寄せるということで、追悼の広場、湿地、避難築山の関係をより高めてございます。 

 また、市民活動をさまざま行いたいという話もございましたので、市民活動空間も２カ

所配置してございますし、また公園利用によっては例えばジョギング利用とかサイクリン

グ利用、また公園の管理上も外周園路といいますか周遊園路があると大変効果的、効率的

に管理もできますので、外周の園路というものを設置いたしまして、それに合わせて多目

的広場も設置しているということでございます。  

 11ページをお願いいたしたいと思います。  

 その中での祈りの空間と周辺との関係性ですけれども、結果として祈りの空間の周りも

含めた仮想の円環という構造が見えてくるわけでございます。また、この円環だけではな

くて、日和山を背景にした日和山とのここの空間の関係、これは門脇小の場所を通じて日

和山に避難したということも含めてなんですけれども、そこの関係性も明確となるように

してございます。また、街の記憶は、主要な園路網を残すだけではなくて、記憶に残る旧

郵便局とか集会所とかそういったスポット、また交差点、そういったものもできるだけデ

ザインで残すように設定してまいりました。  

 12ページをお開きいただきたいと思います。  

 これまで説明した内容のまとめでございまして、土地の履歴、またこれまでの街の記憶、

また復興祈念公園の空間、さらには追悼の広場も含めた全体の空間構成というのをおさめ

まして、一つの公園デザインに収れんさせてきたということでございます。  

 具体のデザインが 13ページに絵柄で描いてございます。今ご説明したような内容を個別

に絵に落としたものでございます。  

 真ん中に追悼の広場ということで、約 2,800平米の公園の中心的広場として周辺含め

3,000人規模の式典が可能な空間として設置してございます。また、その前面には湿地とし

ての池、湿地というものを大きく配置して、空間の骨格としてございます。また、それを

包むように、避難築山としてＴＰ10メートルの一時避難場所を設置してございます。これ

も市民の方からいろいろ意見ございまして、そこに避難すると市民が誤解するのではよく

ない、やはり避難先は日和山であるべきで、ここはどうしても間に合わない人の一時避難

場所だということを考えるべきではないかということで、日和山のほうに足を延ばすよう



- 10 - 

な形でのデザインとしてございまして、またあわせて追悼の広場を囲むような形にデザイ

ンしてございます。 

 また、同じように広場を囲むようなデザインとして、中核的施設を扇形に配置してござ

います。ここは式典時の休憩所とか、また、ここの公園に修学旅行とかいろいろな活動で

来る人のビジターセンターとなるように配置してございまして、これは日和山から見ます

とこの追悼の広場へ向かうゲートのような役割もあわせて果たすように設置してございま

す。 

 日和山の麓のところに東駐車場としてメーンの駐車場を配置してございますが、この駐

車場配置とエントランスは、マリーナの計画や、また中心市街地、またかわまちづくりの

動線などを意識してこちら側に集約してございます。  

 また、海側でございますが、もともと松原があったということで、その松原を復元して

いくということにしてございますし、また西側でございますが、多目的広場を、野球、サ

ッカー等の運動を主体とした活動空間として配置してございます。さらに市民活動拠点と

して、追悼の広場から少しちょっと離れたところですが、がんばろう石巻看板や南浜つな

ぐ館の機能移設により市民による伝承活動を継続する場というものも設けてございます。 

 14ページをお開きいただきたいと思います。  

 これは海側から見た鳥瞰図でございまして、日和山、また門脇小学校、門脇地区の区画

整理も含めて全体の構造がよく見えるものになっているのではないかなと思います。これ

は結構植栽が生えてございますが、これは公園を整備してしばらくたって樹木が成長した

ときの様子を鳥瞰図としてイメージとして記したものでございます。  

 なお、申し遅れましたが、一部13ページの空間で白抜きの空間がございます。真ん中の

ところとか海沿いのところとかに３カ所ほど白抜きのところがございますが、これは先ほ

ど街の記憶で出てまいりました善海田稲荷や濡仏、また北向き地蔵というものでございま

して、これらにつきましては公園の区域から外すことで、引き続きそのまま残すというこ

とで街の記憶をとどめるということと、あわせて、こういった宗教施設を保有することは

できませんので、それとの調和を図ったということでございます。  

 続きまして、 15ページをお開きいただきたいと思います。  

 日和山からの眺望がこの検討のデザインの中で留意すべき事項として宿題をいただいて

おりました。日和山からのパース図をつくってみましたが、こうして見ますと、追悼の広

場を中心に避難築山や池などで囲むような形になってございまして、結構池や湿地の存在

感が海とつながって大きなような形で見えてくるかと思います。  

 続きまして、 16ページからの植栽の計画につきまして簡単にご説明いたします。  

 植栽計画をもともとの土地の履歴に即してつくっていこうということで基本計画では検

討してまいりましたが、それを前提に、さらに樹種選定、またどのように植栽をつくって

いくのかというのを今年度検討いたしました。これにつきましては、東京農大の濱野先生

にもご指導いただきまして、つくってきたものでございます。植生のモデルを設定いたし

まして、具体的な植栽の種類を選定して、将来的にどういうふうになっていくかを想定し
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ながら育成の考え方も提示してございます。  

 左側にございますが、クロマツの海岸林は、苗を植えていくということで最初は苗木の

風景なんですが、それが徐々に大きくなってまいります。それで間引きとか林床の下草刈

りなどを行いまして、管理の延長でこういったクロマツ海岸林を育成していく。また湿性

林では、湿性地にありますハンノキとかそういった木が生えてくるわけですが、同様にそ

ういった森を育成していくということでございます。  

 また、そのためには植栽基盤が極めて重要でございます。右上にありますとおり、ここ

が今の場所を掘った絵ですけれども、地層のようになってございます。一番下が砂の層で、

そこから宅地造成した畑土のような層がありまして、さらにその上に今回の津波で押し寄

せたヘドロのような堆積土がありまして、そこにヨシが根を生やしているというのが今の

状況でございます。これをこのままではなかなか難しいところがありますので、一定の客

土とか土壌耕起が必要だということで、植栽の基盤についてもその下に定めてございます。

どういった植栽にするかに合わせて必要な客土を行っていくということでございます。ま

た、その際に現地の表土の保全や活用をしていこうということで、これを里土と呼びまし

て、それをポット苗などでも活用していくということも進めてまいりたいと考えてござい

ます。 

 17ページでございます。 

 具体的な植栽イメージにつきまして、先ほどの設計図にはめ込んだものでございます。

海沿い、下のほうでございますが、クロマツ海岸林、またクロマツ林を抜けた芝生広場、

また今も結構生えておりますが、ヨシや湿生草地、こういったものが想定されます。また、

追悼の広場は洋芝の開放的な芝生広場をイメージしてございますが、そのほか街の記憶を

想起させる例えば梅とかアジサイとか、また聖人堀は桜があったということでソメイヨシ

ノ、また内陸の方に向かうに当たってアカマツ林や落葉広葉樹林、こういったものを配置

してございます。 

 続きまして、 18ページでございます。 

 追悼の公園ということで、花修景も大変大事なポイントだと思っております。先ほどお

話ししたソメイヨシノ、梅、アジサイ、ハギなどでございます。また、そのほかに、もと

もと自生のヤマツツジとかそういったものもございますが、そういったものの木本での花

の演出も行ってまいりたいと思ってございますし、また草本ですね、ミソハギ、ツワブキ、

ハマギクなどもございますが、こういった自生の草本の花、また、これはみちのく公園と

かでもやっているわけですけれども、ポピーやコスモス、スイセンなどの園芸種の花壇に

よる花修景、こういったことも進めてまいりたいと考えてございます。  

 19ページでございます。 

 第１回委員会でも意見がございました、ここの公園の杜づくりを行って「人の絆をつむ

ぐ」というテーマがございました。そのため、こういった杜づくり活動を単に公共の側だ

けが工事でやるだけではなくて、住民団体と連携して行いたいということで杜づくり協議

会というものを来年度以降設置していきたいと考えてございます。これは植物の材料、苗
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なども今市民のＮＰＯなどが生産といいますか育成したりもしてございますし、またこう

いったところに木を植えたいという団体の方もございます。そういった材料の調達に関す

る調整、またこれが、今後植えた後の育成管理の話もございます。そういったものを担う

ような協議会なり体制なりをつくれないかということで調整を進めてまいりたいと考えて

ございます。 

 具体的には３つの機能がございまして、１つは事務局でございます。これはいろんなこ

この仕事を支える事務的な組織なんですけれども、あとそれに加えまして、さまざまな市

民団体と連携するような連絡会、またそれを指導していくような推進会議、こういったも

のがつくれないかということでございまして、今、地元のＮＰＯとか市民ボランティアの

団体、また造園の専門家団体である造園建設業協会や、また植木協会の方々とも意見交換

しながら体制をつくってまいりたいと考えてございます。  

 20ページをお願いいたします。  

 市民協働の話でございます。今現地では、この写真にありますとおり、がんばろう石巻

の看板がございます。これは土地所有者の黒澤さんという方が震災後１カ月後に、津波に

負けたくない、地域の人々を励ましたいという思いで瓦れきの材料で看板をつくって今日

まで維持してきているということで、さまざまな追悼活動なども行ったり、またど根性ひ

まわりなども植えたり、いろんな活動を行ってございます。最近では昨年、南浜つなぐ館

というプレハブの建物ができておりまして、これは土日に開館しておりますが、ここに南

浜地区の模型とかそういったものも置きまして、また語り部さんの拠点など、ＮＰＯが、

みらいサポート石巻という団体なんですが、これが寄附を受けまして、こういった伝承活

動も行ってございます。 

 これらの場所なんですけれども、ここのがんばろう石巻看板の位置が二線堤の道路であ

ります南光門脇線の区域にかかってしまうということで、このままでは維持ができないと

いうことがございます。今も道路の工事がありましてなかなかアクセスしにくいような状

況でございます。この公園は追悼と鎮魂のみならず教訓の伝承といったものも大きな意味

を持つものでございまして、こういった閣議決定の趣旨を踏まえまして、公園の整備の段

階でこういった活動ができなくなってしまいますと本末転倒でございますので、近隣の既

に市が所有していて将来的に国営追悼・祈念施設の一部になるような場所に機能移転を行

いたいと考えてございます。それが先ほどのデザインの市民活動拠点というような場所で

ございまして、ここにつきましては公園の工事中でも利用者のアクセスを確保するととも

に、計画上も位置づけ、引き続きここで伝承活動を行えるよう配慮していきたいと考えて

ございます。 

 最後、21ページでございます。 

 今後の整備スケジュールでございますが、閣議決定でありますとおり、平成 32年度、震

災10周年を目途に国営追悼・祈念施設を整備していくということですので、当面それを目

標に考えてございます。来年度でございますが、そのためにまず実施設計、また一部整備

工事を来年度中には行いたいと考えてございます。あとそれにあわせて、植栽とかそうい
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ったものにつきましては、これまでも準備を進めているわけですが、引き続き先ほどの協

議会も含めまして準備を進めていきたいと考えてございます。  

 以上、デザインについて説明いたしましたが、このデザインにつきましてＣＧもあわせ

つくりましたので、ちょっとご覧いただきたいと思います。  

 それでは、よろしくお願いします。 

 これは鳥瞰図ですね。上の方から撮っております。 

 避難築山の上ぐらいに立ったような風景になります。築山の上に立つとこんな感じに見

えます。 

 このように防潮堤も海も含めて公園も一望に見えるというようになっております。 

 前に見えますのが、国営追悼・祈念施設の追悼の広場になります。中核的建築です。白

く抜けているところは善海田稲荷、今も残されている枯れた松でございます。  

 ちょっと見にくいかもしれませんが、将来的に松が大きくなっていくとこのような風景

になっていくということでございます。これは 100年後ぐらいを想定した図でございます。 

 これはＣＧでつくっておりますので、また後ほど話がございましたら、どういった角度

からでもお見せすることはできますので、お命じください。 

 大体以上でございます。 

【涌井委員長】 

 どうもご説明ありがとうございました。 

 今ご説明いただいたように、先ほどの話にもあった６回の空間デザイン検討委員会の議

論を経て、きょう委員の先生方にお諮りをしているわけですけれども、ご案内のとおり、

先ほども事務局から説明もございましたように、来年度からは一部事業着手、そして設計

行為に入っていくということでございますので、きょうは非常に重要な節目でございます

ので、さまざまなご意見を頂戴したいなというふうに思っております。岸井委員からもご

指摘がありました石巻市街地、あるいはこの周辺の整備とこの公園の関係ということにつ

いてもある程度反映をしているという可能性もございますし、さまざまな立場からさまざ

まなご意見があろうかと思いますので、率直にご意見をいただきたいというふうに思いま

す。 

 では、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか、印象でも結構でございますので。  

 どうぞ。 

【岸井委員】 

 基礎的な情報をまず教えていただきたいんですけれども、今の公園の平面図ですか、13ペ

ージで、周辺の道路の高さと公園の中の重要なポイントの高さを教えてくれませんか。  

【ドーコン福原】 

 失礼いたします。事務局のコンサルでございます。 

 周辺の道路でございますけれども、公園を取り巻いております公園の北側、門脇小学校

との間に走っている南光門脇線がおおむねＴＰプラス3.6でございます。それからその南側、

門脇流留線の高さにつきましては、今1.6から 3.5で勾配が上がっていくというような形に
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なっております。公園の敷高がおおむね今ＴＰプラス１程度ですので、道路に囲まれてや

や下がった地形というようになってございます。  

【岸井委員】 

 追悼の広場は１ですか。 

【ドーコン福原】 

 追悼の広場中心部、今この模型で描いているのはＴＰプラス 3.0の高さで設定しておりま

す。水面がＴＰプラス0.08、これが平均潮位の高さで設定してございます。  

【岸井委員】 

 それから、一番南側の防潮堤は何メートルですか。 

【ドーコン福原】 

 ＴＰプラス7.2でございます。 

【岸井委員】 

 同じでしたっけ、マリーナも方も高さは。 

【ドーコン福原】 

 河川の方も一緒でございます。 

【岸井委員】 

 7.2ですね。どうもすみません。  

【涌井委員長】 

 よろしゅうございましょうか。今、先生お聞きになりたかったのは、こちら側のかわま

ちづくりのほうのマウントの関係ということでございましょう。  

【岸井委員】 

 １つは門脇小学校のところから入ってくる車が東の駐車場へ行くところの道路の勾配、

これは勾配が多分ついちゃうんだと思ったんですけれども、どんなふうについているのか

ということと、その先にある中核的施設との高さの関係とか、それから築山の高さとその

周辺との関係というのがちょっと見えないとどうかなと思ったので。実際にこの駐車場へ

入ってくる道路は勾配がつくわけですよね、これ。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 交差点がＴＰ3.6でして、それからおりていくような形で、駐車場が 1.2ぐらいというこ

とです。ですから、交差点から坂をすうっとおりていくような形になります。  

【岸井委員】 

 つまり、交差点からおりてきたところで現道のようなものとぶつかって左に曲がります

よね。このポイントって幾らになっていますか、高さ。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 2.0です。 

【涌井委員長】 

 勾配でいうと何％ぐらいになるのかな。 

【ドーコン福原】 
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 ４％ぐらい。 

【涌井委員長】 

 ４％。ありがとうございました。  

 そのほかございますでしょうか。  

 県市のご関係ではいかがですか、ご覧になって。どうぞ。 

【宮城県土木部次長】 

 まずもって、この委員会、熱心にご議論いただきましてこの形まで計画を策定していた

だきましたこと、委員会、涌井委員長初め、それから森山副委員長、そして国土交通省東

北地方整備局の方々におかれましては、非常にありがとうございました。これから我々、

引き続き国土交通省さん、それから石巻市さんとともに実施設計に入るわけでございます

ので、こういった提案を受けまして具体的に絵を描いていければというふうに思っている

ところでございます。また、いろいろな面で様々なご配慮をしていただきましたこと、こ

の形で我々としても進めさせていただければというふうに思っておりますので、よろしく

お願いしたいというふうに思っております。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

 石巻市さん、何かございますか。  

【石巻市復興事業部次長】 

 本来でしたら、市長がぜひこの会に出席したいということでありましたが、何分議会中

であり、出席しかねたという状況です。私の感想となりますが、南浜がすばらしい公園に

なるという、イメージを持ちました。先ほど、宮城県の櫻井次長からもお話がありました

が、デザインができ上がったということで、我々としても意見し、一緒にすばらしい公園

ができたらいいなと思っているところでございます。よろしくお願いいたします。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

 議論のちょっと前提というか、参考までになんですけれども、先ほど事務局の方から話

がなかったわけでありますが、ここは物すごく実は冬になりますと風の強いところであり

まして、いわば暴風雨といったような状況じゃなくて、通常でも相当風が強い現場であり

ます。体感温度という面では大変寒く感じると。それに加えて、ご案内のとおり、先ほど

年次計画といいますかスケジュールみたいなもので超長期で考えていきますと、かなり実

は林地化していくプロセスというのに相当時間がかかる。そうすると、開園当初はほとん

ど苗木状態からスタートして、大体目に見える形になって、可視化されて公園の緑が相当

濃くなってきたなというあたりが 15年ぐらいから始まりまして、 30年ぐらいたってくると

ほぼ熟度が上がっていくと、このぐらいのスパンであります。その間は静砂垣であるとか、

あるいは様々な方法をとって、公園利用者の、あるいはここに鎮魂に来られる方々がそう

した状況にさらされないような配慮をするということもございまして、様々な形でいろい

ろな意味では特性があるというようなこともちょっとご説明に付け加えておきます。 
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 どうぞ。 

【森山副委員長】 

 きょうの説明でこれまでのプロセスが理解できました。空間デザイン部会にずっと出て

おりましたので、その趣旨をよくまとめていただいたと思います。  

 空間部会の説明になるかもしれませんが、きょうの資料の３の４ページ、基本コンセプ

トからデザインの展開というところです。一般の方々がわかり難い部分を非常によくまと

めていただいたというふうに思います。実は、このデザインのコンセプトがなぜこういう

形になったかの説明をもうちょっと書いていただいた方がよりこの計画の主旨が皆さんに

よく伝わるんではないかと思います。  

 できれば、ＣＧで見たいところがあります。追悼の広場から水面、水面の先の湿地林、

その先のクロマツ林があるところまでは見られますか。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 大丈夫なはずです。 

【涌井委員長】 

 視点場は追悼の広場ですよね。  

【森山副委員長】 

 追悼の広場からです。追悼の広場から、水面ぎりぎりまで行けますか。  

 ありがとうございます。ちょっと距離が長いので見えないんですけれども、実は植栽計

画の説明のところで、水辺をどう扱うかという水辺の植栽が出てくると思います。湿地の

水辺の特に草ですね。 

【涌井委員長】 

 ちょっと止めて。戻しちゃって。これが水位の変動によって出たり隠れたりするんです

が、かつての街路の交差点の部分が、何となく残した、あえて残したというところです。 

 進めてください。 

【森山副委員長】 

 気になったのが、湿地林にはオニグルミとかヤナギとかいろんなものが植わっています

が、公園として見たきれいな修景の景観を求めるのか、あるいは自然の湿地の風景を求め

るのかで、今後の植栽イメージづくりの課題にもなると思います。  

 一番私が質問したかったのは 19ページです。 

 こういう植栽計画で杜づくり協議会という組織をつくって、今から準備が始まったり、

あるいはその後の維持管理が出てくると長期的な杜づくりになるかと思います。この辺の

仕組みがここには書いてありますが、どれくらい実際にできるかというところを少しご説

明いただけますか。 

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 この杜づくり協議会ですけれども、先ほどご説明したとおり、ここの公園にはここの公

園で杜づくりを主体的に行いたいという民間団体が結構ございます。ただ、勝手勝手に植

えればいいというものでも多分ないでしょうし、恐らく基盤は行政の方である程度つくら
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ないと、植えただけではだめだというようなところもございます。ですので、そこの役割

分担の中で、そういった杜づくりをしたいという団体の方々が活動できるように調整する

という仕組みが一つでございます。これは絶対やらなくてはいけないことだと思っており

ます。 

 その上でですけれども、単にやりたい人がやればいいという考え方ではなくて、この杜

づくり活動に多くの団体なり法人なり市民なりの協力を求めていくということも大事でご

ざいまして、そういったものの受け皿的な機能も持たせたいなというところもございます。  

 あわせて、行政の方で植樹したりするところもあるわけですけれども、そういったとこ

ろも含めて技術的に指導していくとか調整していくとか、そういった機能も持たせたとい

うようなのがこの協議会ということでございます。  

 将来的な公園の維持管理組織に繋がっていけばいいかなと思っておりまして、特にこの

杜づくりというのをテーマに絶対やりたいという方もいますし、行政側もやらなくちゃい

けないところもございますので、まずはそこからやっていければなと思ってございます。

将来的に管理組織といいますか管理体制というのも整備とあわせて考えていかなくてはい

けませんので、先ほど協議会の話もございましたが、こういった杜づくり活動などを進め

ていけるような形で来年度以降また進めていきたいと思っております。  

【森山副委員長】 

 ありがとうございました。 

【涌井委員長】 

 よろしゅうございますか。  

 そのほか、どうぞ、岸井委員。 

【岸井委員】 

 先ほどのところの話から振り返りながら、遠くからお越しになった方たちがどこから入

ってくるのかなというと、やはり北側の門脇小学校との交差点から入ってくる方がインタ

ーから来れば多いのかなと思うんですよね。そのときに、これちょっとこの絵ではわかり

づらいんですけれども、道路が盛り土になっていて、その下から公園をとっていて、公園

できれいに絵を描いていらっしゃるんだけれども、実際には角のところ、つまりエントラ

ンスのところはもう少ししっかりとつくらなきゃいけないと思うし、道路の法面の処理と

いうのも多分工夫が要るんだと思うんですよ。そういうことをよく考えると、今の 3.6から

2.0に下がるのは結構きついですよね。かなりディテールなんですけれども、その辺の処理

の特に道路との関係ですね、周りも含めて。法面の処理をどう考えるのか、あるいは特に

そのエントランスのところ、これ結構大事だと思うので、この部分と、東側のエントラン

スも、車で来るとこれは入れないですか、入れるんですか。バスのところから入れるとい

うことですか。東は入れるんですかね。 

【涌井委員長】 

 東は歩行者でしょう。 

【東北地方整備局東北国営事務所長】 
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 東はちょっとカーブがすごいきついところですので、余り大きな入り口をつくってしま

うと交通安全上苦しいかなということで、ある意味やむなく門脇小学校からのメーン入り

口に車はしているということです。  

【岸井委員】 

 ということは、東側は、じゃこれは出だけというイメージですか。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 そうですね、出だけとかそういう、入りと出をここでつくろうとすると相当工夫が要り

ますので。 

【岸井委員】 

 そうですよね。 

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 すみません、ここにはないんですが、今後ここの防災マリーナのところでも当然駐車場

とか店舗とかができてくるはずですので、そことの調整も出てくるかと思います。利用者

にとっては多分一体なところが出てくると思いますので、公園だけだとちょっとなかなか

処理が難しいところでございます。  

【岸井委員】 

 今の東側のところは歩行者系のエントランスのようには見えますが、多くの方が多分車

を使ってお越しになるので、今の出だけの絵というのも何となくちょっと不自然なんです

よね。やっぱりエントランスのところは少し工夫をしていただいたらいいかなと思うのと、

そういう道路の高さとの関係で、今の門脇からおりてきたところと、それから中核的施設

へ向かう道路の高さ、これも勾配をつけなきゃ多分いけないのか、つけなくてもいいのか、

どういうふうにこの中核的施設へ向かう通路を使うのかというのがちょっと不鮮明で、こ

このところを何かどんと軸線抜けばそうかなとも思うけれども、ちょっと曲がってからひ

ゅっと入るような何か工夫が、何かいろいろ考えてはいるんだろうけれども、何となく不

自然な感じしますよね。そこら辺はぜひもうちょっと再度これから詰められるときに検討

していただきたいというのが１点と、ついでに幾つか言っちゃってよろしいですか。  

【涌井委員長】 

 どうぞ。 

【岸井委員】 

 ２点目は、先ほど試掘された絵がありましたが、あのときには水質の調査はされていま

すか。水質はどうでしょうか。  

【ドーコン福原】 

 今、水質は計測を始めてまだ２週間なんですけれども、一応、濁度、それから塩分濃度、

それから重金属等の数値をとっておりますが、今はきれいな状態というものではちょっと

ない。ただ、人が利用できるぎりぎりの基準値の範囲内に数値は出ているという状況です。  

【岸井委員】 

 恐らくこういう絵を描いていらっしゃるんだと……これ循環させるんですか、気持ちと
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しては。そういうイメージなんですか、これ。この水は機械的に循環させようかと思って

いらっしゃるんですか。 

【ドーコン福原】 

 今、プランをつくる上では、先ほど地下水の等高線を示しましたけれども、西側から水

が押しているという状況が確認できました。自然とその陸側から旧北上側に水が押して移

動しているという動きが見えましたので、その自然の動きを利用していくと考えておりま

す。 

【涌井委員長】 

 いや、だから、例えば余水吐きをどちらに想定しているのかとかという話ですよね。  

【岸井委員】 

 そうですね。 

【ドーコン福原】 

 聖人堀の延長線上に吐き口を設けると。 

【涌井委員長】 

 ここでちょっと図示して説明して。 

【ドーコン福原】 

 はい、失礼いたします。この模型でいきますと……  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 今ここ、先ほどちょっと説明しなかったんですけれども、下水道の処理区域から区域全

体が外れておりますので、ここの雨水処理も公園側で考えなくちゃいけない、公園だけで

はなくてマリーナも含めて、また道路も含めてなんですけれども、それで、水の吐き先と

水の貯留という機能を持たせなくてはいけないということもありまして、水面の位置や面

積、またこの水路をぐるっと回しているのもそのためでして、その吐き口が北上川の、今

これから堤防をつくるんですけれども、そこのところの聖人堀の先のところにできないか

ということで、今、北上川下流河川事務所さんと市と一緒になって調整しているというと

ころでございます。 

【岸井委員】 

 雨水吐きをつけるということですね。要は水の距離をちゃんと考えなきゃいけませんね

というのが２つ目なんです。  

 ３つ目は、まだまだこれから先の話なんで、ちょっとすぐにということじゃないですけ

れども、やっぱり夜の景観というんですか、夜はここはどういうふうになっているのかと

いうイメージを少しつくっておいていただけると、いろいろ考え方があると思うんですよ

ね。街並み、街のあれだというならばそれもあるかもわからないし、いや、そうじゃなく

て、少しシンボリックなところを見せるというならそれもあるだろうし、少し夜のイメー

ジもつくっておいていただけるといいかと思います。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 
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 私のほうからもちょっといいですか。もう少し、これ、次の実施設計の段階に入る前に

一度ぜひ検討していただきたいのは、もう検討しておられるのかもしれないですけれども、

非常に湧出量が実は多量なわけですよね。同時に、集中豪雨等の洪水時のときに一気呵成

にここが冠水してしまうと、それがオーバーフローして、結局、公園の自らの施設が自ら

の公園の施設を破壊するという笑えない条件がないわけではないと。そのときに強制排水

をどういう方法をとるのかとか、やっぱりそういうあたりの検討をちょっと十分にしてお

いていただきたいなという気がいたします。それで、一体どのぐらいの容量でどんなふう

に考えるのかということを、ちょっと全体として物理的な検討をぜひ進めていただきたい

と。 

 それから、ブラキッシュウオーターであるのかどうかということを、今、いわば塩分濃

度がどのぐらいなのか、ブラキッシュウオーターであることは十分想像できるんですけれ

ども、どのぐらいの塩分濃度なのかということによっては、場合によると富栄養化が進ん

で、かなり水質が、水面が汚くなるという可能性もあるので、その場合に、逆に言うと、

いわば雨水で希釈をしなきゃいけないというようなことがあるとすると、いわゆる強制的

にこれも希釈をどのように進めていくのかとか、つまりウオーターランドスケープがかな

り多いだけに、ウオーターランドスケープとして良質な環境を担保するための方策みたい

なことについて、ぜひフィジカルな検討をしておいていただくと非常にありがたいかなと。

今、岸井委員のおっしゃったことも多分それと無縁ではないという気がしますので、そん

なことをぜひ考えていただきたいというふうに思います。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 今の話なんですけれども、排水の方策とあわせて、実際豪雨のときどうするかというと

ころも含めて、どこまでだったら水につかってもいいのかということを想定して造成計画

を今立てているところです。ある意味、河川敷的な要素がどうしてもありますので、ただ、

場所自体は砂質土壌でもありますので、ずっと長く滞水ということはないとは思うんです

けれども、ポンプまでどう吐くのかとか、そういうところも市とも調整しながら進めてい

きたいと思いますし、先ほどちょっとコンサルからも話がありましたが、ようやく水質調

査の結果が出始めたぐらいのようなときなので、そこの水質の浄化のコントロールのあり

方につきましても来年度以降の検討だと思っていますので、進めてまいりたいと思ってご

ざいます。 

【涌井委員長】 

 もう一点よろしいですか。これは将来の話なんですけれども、将来の話だから今の設計

のところでどう盛り込んでおくかという話なんですが、多分、これ県や市に対して大変失

礼なんですけれども、造成までは予算が割けても、それから維持管理をどういうふうにし

ていくのかということについては相当ご苦労されるんじゃないかと。たっぷりお金がある

からというふうにおっしゃられればもう心配はないんですけれども、その可能性は非常に

高いと。そういったときに、やっぱりエリアマネジメントみたいな考え方ですね、ある種

のＢＩＤとかＴＩＦの考え方みたいなものを導入するという可能性もなきにしもあらずだ
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と思うんですよ。そういうエリマネみたいなものを将来想定したときに、一体ここの中で

何が商売の種になるのかというか、変な話だけれども、何が要するに収入の道として立て

られるのかというあたりのこともちょっと想定をして、だとすると、この面積少し大きく

した方がいいよねとか、そういうメニューもある面では必要なんじゃないかなというふう

に思うんです。そのあたりはどうなんでしょうかという質問です。  

【宮城県土木部次長】 

 それは管理者側の立場からですけれども、やはりここはいわゆる県立公園と市立公園、

その中には国の追悼・祈念施設があるということで、ある意味３者の施設が混在している

中で、ご覧のとおり、この公園は一体となって、お亡くなりになられた方々の追悼の場、

そして復興の発信をするという一つのフィールドになっていますので、委員長おっしゃる

とおり、全体的な統一された管理のあり方というのは必要であろうというふうに思ってお

ります。それはこれから実施をしていく中で管理のあり方をどうつくっていくかというこ

とが今委員長からのお話のヒントだったというふうに思っておりますし、それは我々も意

識をしていますし、より効率的な管理の仕方をしていきたいというふうに思っておるとこ

ろでございますし、また事務局から提案あった杜づくり体制の設置、みんなで協働しなが

らやっていくということも非常に大事だというふうに思っております。  

 維持管理については、維持管理も含めてなんですけれども、やはりこれは県を代表する

追悼・祈念公園でもあるので、もちろん地元の石巻市さんとの協働というのは非常に大事

だと思っているんですけれども、やはりそれにも増して県民全体からこの公園というのが、

何ていうんですか、追悼・祈念公園だという認知をいただくということが非常に大事だと

思っています。その管理の延長線上にそういったことが醸成できれば非常にいいなという

ふうに思っております。 10年後、スケジュールでは 10周年のここで何らかの祈念追悼の会

が開かれるわけですが、そのときには間違いなく自然にここで祈りをささげるという気分

の醸成をしていかなきゃならないというのが県としても思っているところですので、これ

は実施設計をしながら、並行して別な形で、やはり県それから市、そして国の方々とこう

いった育て方というんですか、それを探っていかなきゃなというふうには思っておりまし

た。 

【涌井委員長】 

 ありがとうございます。 

 国のほうからはよろしいですか。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 まさに、今、櫻井委員のほうが話したとおりでございまして、国は国、県は県、市は市

というふうだとやっぱり効率的ではないと思いますし、ここの公園の意味というのは、や

はりこれだけ甚大な被害があった東日本大震災の亡くなった方の追悼、また教訓の伝承と

いう大変大きな任務を担う、また復興の象徴の意味も持つというようなわけでございます

ので、そういったことが担えるような団体とか組織体制とか、そういったことも並行して

検討させていただければと思ってございます。  
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【宮城県土木部次長】 

 すみません、やっぱり我々もどうしても、15市町それぞれ、参考資料にもありますけれ

ども、それぞれの祈念公園をつくります。ですから、やっぱりなぜここで、先ほど言った、

なぜこういうレイアウトでレイヤーをかけてといったことを、やはり何回も皆さんのとこ

ろに聞きながら、あるいは県民の皆さんに発信するという場面を、この検討委員会だけで

はなくていろいろな場面をつくりながらご理解いただくというんですか、なぜここでやる

かということをやっぱり時間をかけてご理解いただくことが一番大事かなというふうに思

っております。 

【涌井委員長】 

 それともう一つ、ついでに私申し述べたいんですけれども、先ほど申し上げたように、

植栽の宿命上、熟度が上がるまで大変時間がかかる。というものの、 2020年東京オリンピ

ック前後に、多くの方々が福島を含めて宮城、そして岩手に対して大変支援をしていただ

いたと、その土地がどうなっているのかということは当然強い関心事でもあると思います

し、世界中からマスコミが押し寄せることは想像にかたくないと。  

 そうしたときに、植栽は時間がかかりますからということだけでいいのかということを

考えると、見本林というとおかしいんですが、このぐらいの年月をたてると大体この水準

にいきますよというようなものがどこかに象徴的にブロックとして、固まりとして、コロ

ニーとしてあるという状態がもし見せられるならば、それはそれでかなり意味があるとい

うふうに思うんです。それから、中心性の非常に高いところについては、ある種、成木も

まばらながらも入れていくという、こういうつまり複合的な方法論みたいものをとりなが

ら、全体を均質に時間をかけますというのではなくて、何かリードできるところは可視化

して印象にちゃんと、県民の皆さんもそうだし、そしてもちろん石巻の方々もそうですし、

諸外国から来られる方々もなるほどというふうに思えるような、そういうちょっと整備方

針、方向みたいなものも少し念頭に置いていただくと非常にわかりやすいのではないかと、

そんなこともちょっと検討していただきたいなというふうに思います。  

 何か後ろのほうから、どうぞ、ご意見がありましたら。  

【愛植物設計事務所山本】 

 すみません、一応、さっき言ったように、非常に水面が水位が高いものですから、苗木

で植えておいた場合は、苗木の根が水面に合わせて広がっていくんですね。大きい木を植

えるということは、掘ったときに水がかぶちゃってつかっちゃうと。それと潮風が少なく

とももろに当たるということで、これができないということが前提なので、できれば、逆

にそれつくったら、何でこれをやらなかったということになりますよね。つくれるんだっ

たらそういう方向もいろいろなところでやっていますから考えるんですが、私のイメージ

でいうと、外国の方というのは、すごいことをやっているなというのは、逆に大きい木を

頑張って植えないこと自体に感動するという、そういうこともあります。ですから、これ

からみんなでつくっていくんだと、逆に言うと、そのために今までこんなような子供たち

も一緒に含めてやってきているんだということを見せるというのが感動に繋がるんだろう
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と思っています。できるならばやりたいんですが、実際にはできないので、その辺の延長

線上でいろいろな先生のお知恵を拝借したりしたいというふうに思っています。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

【森山副委員長】 

 いいですか。 

【涌井委員長】 

 どうぞ。 

【森山副委員長】 

 この委員会が始まった時でしたが、櫻井委員が言われたことが非常に大事な考え方だっ

たと思います。宮城県を代表する復興祈念公園になるわけですから、気仙沼ですとか南三

陸町とか、いろんなところで今、復興祈念公園計画ができています。もしできれば宮城県

にできる復興祈念公園の基本的な理念を国・県・市町村の方たちと共有する場をぜひ持っ

ていただいて、どの祈念公園でも同じような考えを持つようにお願いしたいと思います。  

 そのときに、やはり私は場所性として大事ものがこの湿地だと思います。これをどう守

リ活かすか、どうつくるか、水面をどれくらいにするか。回遊ということもありますから、

水のフォームとか、水の機能も含めてとても大事な要素に思っていました。実は、この場

所固有の環境と風景があるかと思います。人が人工的につくり上げた環境が自然災害によ

って壊されたわけです。人と自然の関係としての風景がここにあった。したがって、風土、

風景、あるいは沿岸部の暮らしといった地域環境という視点に立ったランドスケープデザ

インが、この公園の地形、水、緑を通して表現できないかなというふうに思います。  

 きょうの資料の中にもありましたが、資料３の９ページ、３つの場所性を巡るというこ

とは、この公園を人がどう使うかということにも繋がるわけです。やはりここでのコンセ

プトといいますか、基本的な考えが公園のいろいろな場所でどう感じていただけるかが大

切になると思います。日本にできる復興祈念公園ですから、「３つの場所を繋ぎ、巡る」

の中で、日本庭園の伝統的な技法や精神性等をいかに公園的な施設・場所の中につくって

いくかが問われます。そういうもののイメージをもう少し明確にし、時間的・空間的・文

化的な連続性について、ぜひご検討をお願いしたいと思います。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、もうそろそろ意見の交換はよろしゅうございますか。  

 どうぞ、岸井先生。 

【岸井委員】 

 最後、先ほど来、広域的な意味を持たせることが大変大事なんだということと、あわせ

もってというか、ちょっとどういうふうに使われるかなということをやや懸念するので、

うまく考えていただきたいということだけなんですが、真ん中の追悼の広場って直径 100メ

ーターぐらいですかね。真ん中の広場が 50メーターぐらいの円ですよね。これは例えると
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サッカーの半面ぐらいの広さのスケール感なんですよね。その広場って、ふだんどういう

ふうに我々は取り扱うのか、なかなか悩ましい。子供たちにとっては大変すごく気持ちの

いい魅力的なスペースなんですが、一面そういう風景がいいとも思えるけれども、追悼の

場所に来てというような気持ちの方もいらっしゃるかもわからないと思うと、真ん中は100メ

ーターの、試合とかだったら結構気を使わないといけないと。何かそこは我々なりにやは

りもう一段考えたほうがいいかと思いました。  

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。全くそのとおりで、私も同じことを言おうと思ったんですけ

れども、２ページのところに３つの段階で、浜から街、追悼と伝承って、ここで括りが終

わっているんですよ。でも、多分この先に未来へというのがあるんですよ。我々が今まで

ずっと検討してきたことは、追悼と伝承でおしまいではなくて、そこから未来へという矢

印について、その可能性を広げるための検討が相当含まれていると。であるとするならば、

割り切って、昔、神社の境内の中でいろいろ遊びをやったような、そういうこともあり得

るかもしれない。どこが聖なる場所でどこがそれにまつわる場所なのかと、つまり子供た

ちもただ遊ぶだけではなくて、いつもここに何かそういうことがあったんだよねというこ

とを意識しながら、学校の校庭で遊ぶのと神社の境内で遊ぶのとは同じ遊びをしていても

若干意識が違うというようなこともありますので、何かそういうようなことを考えていく

ということも含めて、ぜひここに、ここの四角い括弧でくくりじゃなくて、それからブレ

ークスルーする未来の方向への矢印を一本入れておいていただくと、例えば、先ほど以来、

岸井委員がおっしゃっているこちら側の防災マリーナなりかわまちづくりとの関係とかと

いう、こちらの街の計画の熟度が上がれば、またそこの受け口のところのデザインも再検

討しなきゃいけないというようなこともあろうかと思いますので、未来に対してはできる

だけ柔軟に考えるというのが、そういう書きっぷりをぜひされるのがいいのではないかと

思いますが、いかがですか。  

【岸井委員】 

 はい、同じだと考えていたんですけれども、もう一つは、ここはやっぱり石巻なんです

よね、どうしても。県の方もおっしゃるとおり、国の方も考えられているとおり、ここで

宮城県全体の追悼をするときに、それぞれの地域の何かをやはりよるすべがないのかなと

いう気持ちはややしますよね。だから、園の中核施設、それから園の周り含めて、何かち

ょっともう少し知恵を出すことが必要かなという気がしました。  

【涌井委員長】 

 おっしゃるとおりだと思います。つまり、国営であって宮城県の中にも置かれたという

ことは、それぞれの市町で計画されている追悼祈念公園のネットワークの言ってみると頂

点になるわけですね。だから、神社庁でいうと伊勢神宮みたいなところにあるわけだから、

そういう面では、他との連携がビジュアルにある程度理解できるような、そういう仕掛け

をこれからどう内包させていくのか。  

 それからもう一つ、門脇小学校のこともこれありで、かわまちづくりも防災マリーナも
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まだまだこれから熟度が上がっていくと、この公園に対しての関係性を考えていけば、相

当柔軟に対応していかなきゃいけないということもあるので、それらの周辺の熟度との調

整みたいなことも、どうせこれ報告書を出しますよね。そのときにそういう書きっぷりも

ある程度する必要があるのかなと。  

 先ほど来、森山副委員長からも岸井委員からもお話がありましたように、コンセプトか

ら基本設計に落とし込んだ一つのプロセス、物語をやっぱりちゃんと整理する。それから

一方で、逆に言うと、フィジカルなウオータースケープの要因だとか、そういうこともざ

っくりと触れておくと。そんなようなことで今回の報告書を完成させて、次の段階に引き

継ぐと、こんなようなことでいかがでしょうか。もしよろしければ、私好むところではあ

りませんが、委員長一任ということですので、その辺は引き受けさせていただくというこ

とでご了解いただければ、そのようにいたし方なくさせていただきますけれども、いかが

でしょうか。よろしゅうございますか。  

【各委員】 

  （特になし） 

【涌井委員長】 

 じゃ、どうもありがとうございました。  

 それでは、事務局の方もその辺のところをぜひ踏まえた対応の仕方をしていただきたい

ということをお願い申し上げておきます。  

 次に、４として名称という話がございますので、これについて事務局からご説明をいた

だきたいと思います。 

【宮城県土木部都市計画課技術主幹】 

 資料４の公園の名称についてご説明いたします。  

 宮城県における復興祈念公園については、これまで石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）

として検討を進めてまいりました。今後の都市計画決定の手続を進めるに当たりまして、

公園の名称を以下のとおり提案させていただきます。  

 公園の名称といたしまして、「石巻南浜津波復興祈念公園」 

 この名前の理由といたしましては、宮城県最大の被災地である石巻の地名と、石巻の中

でも被害が集中した南浜の地区名は、震災から５年が経過する中で、報道や震災学習等に

より、広く住民の方々に知れ渡ってきております。こういったことから、公園の名称に入

れさせていただきたいということになります。  

 以上、資料４の公園の名称についての説明でございます。  

【涌井委員長】 

 これはあくまでも都市計画決定のために必要な公式の名称ということで、いわゆる何て

いいますか、例えば愛・地球博記念公園なんていうのはモリコロパークという方が今実は

通用しているんですけれども、そういうものとは違うという理解でよろしいですね。  

 いかがですかというか、これはいかがもしようもないかもしれない。 

【東北地方整備局東北国営事務所長】 
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 ちょっと補足いたしますと、都市計画決定の手続においては仮称というわけにいかない

ということもこれありということで、とりあえずこういう名称で事業を進めさせていただ

きたいということでございますが、私どもが行っております国営追悼・祈念施設も仮称と

いうふうになっていまして、それもいずれ正式な名称にしなくてはいけないという時期が

まいりますので、今後、来年度以降もこの有識者委員会を継続して、こういった行政だけ

ではなかなか決めがたいことがまだまだございますし、設計も周りの状況の変化で変えて

いかなくてはいけないところもございますので、引き続きご審議いただいて、よりよいも

のにしていければと思ってございます。 

【涌井委員長】 

 では、よろしゅうございますか。 

【各委員】 

  （特になし） 

【涌井委員長】 

 ありがとうございました。  

 

４．その他 

【涌井委員長】 

 それで、先ほど来ずっと話題になっておりました、この公園周辺の熟度がどのようなス

ケジュール感なのか、それから宮城県内における震災復興、あるいは震災の多大な犠牲者

に対しての追悼については各市町でどのような取り組みがされているか、これが参考資料

のほうにきちっと綴られていますので、これをご覧いただきたいというふうに事務局にか

わってつけ加えてご説明をしておきます。 

 以上でございますが、よろしゅうございましょうか。  

 あれですか、このいわゆる有識者委員会はそのまま継続すると先ほどおっしゃいました

けれども、我々はそういう認識でよろしいんですね。  

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 県さんや市さんといろいろ相談いたしまして、基本設計があらかた固まったとはいえ、

まだまだ課題も多うございますし、また周辺の熟度の高まりによって変えていかなくては

いけないこともございますので、引き続き来年度以降も有識者委員会という形は継続させ

ていただければと考えてございます。 

【涌井委員長】 

 わかりました。 

【東北地方整備局東北国営事務所長】 

 また、空間デザイン委員会も、これで空間が完成したというわけではなくて、先ほど岸

井委員から言われた課題などもございますし、また中核的施設をどのような形にするかな

ど詰めなくてはいけないものもございますので、同じような形で継続していきたいと思っ

てございます。 
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【涌井委員長】 

 ありがとうございました。  

 じゃ、事務局へお返しします。  

 

５．閉会 

【宮城県土木部都市計画課技術補佐】 

 委員の先生方におかれましては、長時間にわたりご審議いただきありがとうございまし

た。 

 それでは、以上をもちまして第２回石巻市南浜地区復興祈念公園有識者委員会を終了さ

せていただきます。 

 ありがとうございました。  

 

（閉会） 


